
平成™™年�月˜—日 木曜日 第œšš—号官 報

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
六
百
四
十
三
号

土
地
区
画
整
理
法（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）

第
七
十
一
条
の
三
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
独
立
行
政

法
人
都
市
再
生
機
構
が
施
行
す
る
木
更
津
都
市
計
画
事
業

金
田
東
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更

（
第
二
回
）
の
認
可
を
し
た
の
で
、
同
条
第
十
五
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
条
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
十
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

一

施
行
者
の
名
称

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

二

事
業
施
行
期
間

平
成
十
二
年
一
月
二
十
七
日
か
ら

平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

施
行
地
区

千
葉
県
木
更
津
市
中
島
字
台
畑
、
字
上

台
畑
、
字
下
台
畑
、
字
下
野
際
、
字
中
野
際
、
字
上
野

際
、
字
外
原
、
字
塩
場
、
字
中
船
倉
、
字
上
船
倉
、
字

南
出
戸
、
字
新
開
、
字
野
際
及
び
字
原
並
び
に
牛
込
字

塩
場
の
全
部

木
更
津
市
中
島
字
十
六
島
、
字
出
戸
、
字
吉
原
、
字

鮒
堀
、
字
上
塩
場
、
字
下
塩
場
、
字
山
王
原
、字
山
王
、

字
船
倉
、
字
河
迎
、
字
南
河
迎
、
字
下
ノ
組
、字
浜
戸
、

字
浜
戸
ノ
組
、
字
鯨
ノ
組
、
字
東
ノ
組
、
字
西
ノ
後
、

字
越
巻
、
字
上
前
河
原
、
字
前
河
原
及
び
字
林
畑
並
び

に
牛
込
字
八
王
子
及
び
字
高
須
並
び
に
中
野
字
日
枝

前
、
字
俣
の
砂
、
字
北
村
、
字
向
野
及
び
字
田
向
の
各

一
部

四

土
地
区
画
整
理
事
業
の
名
称

木
更
津
都
市
計
画
事

業
金
田
東
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業

五

事
務
所
の
所
在
地

千
葉
県
木
更
津
市
潮
見
七
丁
目

三
番
一
号

六

施
行
規
程
及
び
事
業
計
画
の
認
可
の
年
月
日

平
成

十
二
年
一
月
二
十
七
日

七

事
業
計
画
の
変
更
（
第
二
回
）
の
認
可
の
年
月
日

告
示
の
日
と
同
日

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
六
百
四
十
四
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
ノ
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
八

日
付
け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
承
認
を
し
た
の
で
、
船
舶
等
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十

号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
十
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

製
造
者
の
住
所

第
Ｆ
`
4
2
1号

仕
切
り
甲
板
（
Ａ

6
0級
）

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｏ
`
Ｆ

Ｆ
`
5
0Ａ

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｏ
株
式
会

社
大
韓
民
国
`
山
広
域
市
江
西
区

松
亭
洞
緑
山
工
業
団
地
1
5
8
9
`

３

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
六
百
四
十
五
号

特
定
住
宅
瑕
疵
担
保
責
任
の
履
行
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
十
八
条
第
三
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
年
国
土
交
通
省
告
示
第
九
百
三
十
四
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
十
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

二
及
び
三
イ
中
「
浜
松
町
二
丁
目
四
番
一
号
」
を
「
芝
五
丁
目
三
十
三
番
七
号
」
に
改
め
る
。

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
七
十
一
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
六
月
十
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
十
日

関
東
地
方
整
備
局
長

菊
川

滋

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

四

号

越
谷
市
千
間
台
東
一
丁
目
七
番
二
三
か
ら
春
日
部
市
大
枝
字
屋
敷

前
四
四
九
番
三
ま
で

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
大

宮
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
二
年
六
月
十
日

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
八
百
九
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
十
日

農
林
水
産
大
臣

山
田

正
彦

一

保
安
林
の
所
在
場
所

岐
阜
県
高
山
市
滝
町
一
一
〇

〇
の
一
、
一
一
〇
〇
の
三
か
ら
一
一
〇
〇
の
六
ま
で
、

一
一
〇
〇
の
九
、
一
一
〇
一
の
一
、
一
一
〇
二
の
五
、

一
一
〇
二
の
七
か
ら
一
一
〇
二
の
一
〇
ま
で
、
一
一
〇

三
の
一
、
一
一
〇
三
の
二
、
一
一
〇
四
の
一
、
一
一
〇

四
の
二
、
一
一
〇
五
の
一
、
一
一
〇
五
の
二
、
一
一
〇

六
の
一
、
一
一
〇
六
の
二
、
一
一
〇
七
の
一
か
ら
一
一

〇
七
の
三
ま
で
、
一
一
〇
八
の
一
、
一
一
〇
八
の
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岐

阜
県
庁
及
び
高
山
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
八
百
九
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
十
日

農
林
水
産
大
臣

山
田

正
彦

一

保
安
林
の
所
在
場
所

秋
田
県
秋
田
市
雄
和
神
ヶ
村

字
舟
卸
一
〇
八
、
字
杉
腰
一
八
六

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
秋

田
県
庁
及
び
秋
田
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
八
百
九
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
十
日

農
林
水
産
大
臣

山
田

正
彦

一

保
安
林
の
所
在
場
所

秋
田
県
鹿
角
市
八
幡
平
字
湯

瀬
堰
根
口
四
六
、
四
八
の
一
五
、
五
二
の
三

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

湯
瀬
堰
根
口
四
六
・
五
二
の
三
（
以
上
二
筆

に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
秋
田
県
庁
及
び
鹿
角
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
十
日

農
林
水
産
大
臣

山
田

正
彦

一

保
安
林
の
所
在
場
所

秋
田
県
秋
田
市
河
辺
岩
見
字

会
沢
四

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
秋

田
県
庁
及
び
秋
田
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）
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